
有限会社節辰商店
（名古屋市）
ふしたつしょうてん
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※魚や野菜などを乾燥・加工した
食品を売る店

節辰商店は、いまから約160年前に名古屋で開いた乾

物商（※）からはじまりました。100年以上、かつおぶし

を中心に乾物をつくって売ってきましたが、私が入社した平成6年

に初めて液体のつゆを開発することになり、なんと、私がその開

発を任されたのです。最初は「何で私がそんなことを?!」と思いま

したが、女性社員が私しかいなかったので、料理をしない男の人

につゆの開発は無理だろうな、と思い引き受けました。私がこだわっ

たのは、家庭でだしを取るような自然なやり方でつくること。そして、

だしに使うかつおぶしは、うちの工場で厚く削ったものをたっぷり

使うこと。小さな鍋でかつおぶしを煮出し、味を付け、いろいろな

ことを試し、約 1 年半後には「煮っころ丼々」など、自分の子ど

ものように愛しい家庭用つゆが完

成しました。いまは工場長として、

出荷前のつゆの検査や、つゆを

宣伝する仕事などもしています。

わが子のように愛しいつゆ

家庭と同じやり方でだしを取ります

ルールづくりは部署ごとに
土日のほかに月2回のお休み

新船液体工場　工場長 安達 秀子さん

ルールづくりは部署ごとに任せてくれる会社
なので、新船液体工場では、土日のほかに
1か月に2日は休みを取れるようにしています。
リフレッシュしやすい環境で、これからもっと
女性の管理職が増えると嬉しいですね。

モノづくり女子を支えるカイシャモノづくり女子を支えるカイシャ

（有）

ココがすごい！ポイント♥
平釜で水からしっかり煮出す、昔ながらのつくり方

食料品製造

「どんな料理にも使えて便利」「美味しい」
とお客様に喜んでもらえるのが嬉しい！

できあがったつゆ
は、約30店のスー
パーマーケットで
販売されている。

図説あいちのモノづくり28

ココにときめく！

ココがすごい！あいちのモノづくり 伝統

新船液体工場

工場長 安達 秀子さん
あ だ ち  ひ で こ

ひらがま

かん

ぶつしょう

にっころどんどん

パックづめ

箱づめ

かつおぶし

煮出す

味付け

殺菌

売場へ

ン、カン、カン、カンー。私が働いている仕事場では、

よくこんな音がひびいています。それは、私が錺金具職

人だから。錺金具というのは神社やお寺、お仏壇などを飾っている、

模様のついた金属のこと。私は、たがね（※1）と金槌を使って

金属に模様を打っているので、いつもそんな音がしているんです。

職人になって 4 年目の私はまだ修業中の身。それでも、大きな

模様の背景を飾る「魚々子」という小さな点模様を打ったり、

唐草模様（※2）を打ったり、金属の板を錺金具のカタチに切っ

たりと、少しずつ錺金具をつくる作業を任せてもらっています。

集中して作業をしているときは楽しいし、自分が打った模様のつ

いた錺金具を神社やお寺で見たときは、

やっぱり感動します。腕を磨くには日々努

力することが大事。一日も早く一人前の職

人になれるよう、家でも金具を打つ練習を

しています。

熱い気持ちを支えていきたい

代表取締役 野依 克彦さん

職人の募集はしていませんでしたが、未希
さんが直接電話で問い合わせてきて「どう
しても錺金具の仕事をしたい」と熱心な想
いを伝えてくれました。職人として長くがん
ばるだけでなく、女性ならではの社交性で
色々な職種の人との交流も広めてほしい。

モノづくり女子を支えるカイシャモノづくり女子を支えるカイシャ

カ

ココがすごい！ポイント♥
重要文化財の修復などにも欠かせない現代まで続く伝統の技

有限会社ノヨリ
（名古屋市）
のより

29

家具・装備品製造業

静かな仕事場にひびく鏨の音

集中して作業しているときが好き

たがね

神社やお寺で自分の打った錺金具を
見たときの感動。

伝統工芸の技術
にこだわりながら、
実は図面を作成す
るときにパソコンを
使うなど、時代に合
わせて新しいものを
取り入れている。

図説あいちのモノづくり27

ココにときめく！

ココがすごい！あいちのモノづくり 伝統

錺金具職人

桂川 未希さん

かざりかなぐ

か つ ら が わ    み き

かなづち

かざりかなぐ

な な こ

からくさもよう

※1たがねは金属を切ったり彫ったり削ったりする工具。
※2つる草がからみ合う様子をもとにした模様

かざりかなぐ

銅板から形を
切り出す

仏具の飾りに

たがね
（金属製の工具）
で柄を入れる


